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組 合 の 沿 革 

 

 社会経済の急速な進展に伴い、消防の体制も時代に即応した近代的合理化はもとより有機的

な相互応援体制として、広域化、常備化を図るため、石狩北部地区町村を以って、消防一部事

務組合の設置を推進しました。 

 

昭和４４．１１   当別町、新篠津村、厚田村、浜益村の４町村により消防一部事務組合を設立し共同 

          で消防本部、署を設置する計画について、道及び４町村で協議 

昭和４５． ３   ４町村で消防施設計画書、道に提出 

          ４町村助役、消防団長、総務課長会議開催、消防団を含めた事務組合設立と分担金 

          の負担率について協議 

      ８   ４町村助役、総務課長会議開催し、組合予算等について協議 

     １０   地方第１９０５号指令により組合設立許可 

          石狩北部地区消防事務組合発足、消防本部設置（署、消防団を除く） 

          ４町村の町村長会議開催、組合管理者に当別町長近藤辰雄氏互選 

          組合議長に当別町議会議長山田政太郎氏、副議長に新篠津村議会議員若松鉄治氏選 

          任、副管理者に当別町助役上口正一氏、収入役に副管理者兼掌、監査委員に片岡一

応氏選任 

昭和４６． ２   副管理者に当別町助役江間実氏選任 

      ４   消防組織発足 

          消防本部、署、所設置、消防長に配野博氏就任 

          １本部、１署、３出張所、消防吏員３５名、事務職員２名、計３７名、４消防団、 

          団員５８０名 

      ５   広報「消防組合」第１号発刊 

          組合管理者に当別町長上口正一氏互選 

      ６   消防本部及び消防署を置かなければならない市町村として当別町、新篠津村、厚田 

          村、浜益村が指定（自治省告示第１１０号） 

          救急業務を行わなければならない市町村として当別町、新篠津村、厚田村、浜益村 

          が指定（自治省告示第１１１号） 

          当別町議会議長川村弘司選任 

昭和４７． ４   石総務第６２号指令により石狩町の加入に伴う組合規約変更許可 

          石狩町の組合加入により、１本部、１署、４出張所、消防吏員５９名、事務職員３ 

          名、計６２名、５消防団、消防団員７７０名 

          消防本部及び消防署を置かなければならない市町村として石狩町が指定（自治省告          
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示第１０６号） 

      ７   北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会 新篠津村に於いて開催 

      ９   消防団員定数７８５名 

昭和４８． ４   消防団員定数７６８名 

      ６   救急業務を行わなければならない市町村として石狩町が指定（自治省告示第１１ 

          ９号） 

昭和４９． ４   石狩出張所を石狩消防署に昇格 

          消防吏員７１名、事務職員４名、計７５名 

昭和５０． ５   組合管理者に当別町長上口正一氏互選 

          組合議会議長に当別町議会議長後藤正義氏、副議長に浜益村議会議員木村武一氏 

          選任、収入役に当別町収入役吉原貞義氏選任 

      ８   副管理者に当別町助役配野定平氏選任 

昭和５１． ８   収入役に当別町収入役竹原庄一氏選任 

昭和５２． ２   監査委員に田村正治氏選任 

      ４   消防吏員８８名、事務職員４名、計９２名、消防団員定数７５３名 

      ７   北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会 浜益村に於いて開催 

      ９   組合消防連合訓練大会、当別町に於いて開催 

昭和５３． ３   自治体消防制度３０周年記念式典参加 

      ４   消防吏員９９名、事務職員４名、計１０３名 

          石狩北部地区危険物安全協会設立（当別、新篠津、石狩、厚田、浜益の５支部） 

昭和５４． ４   消防吏員１０５名、事務職員４名、計１０９名 

      ５   管理者に当別町長上口正一氏再選、組合議長に当別町議会議員川村弘司氏再選 

昭和５５． ４   消防吏員１０５名、事務職員５名、計１１０名 

          組合初の少年消防クラブ、当別町北栄町少年消防クラブ誕生（クラブ員２３名） 

      ５   組合初の婦人防火クラブ、浜益村濃昼地区婦人防火クラブ誕生（クラブ員２２名） 

      ７   収入役に当別町収入役松野栄治氏選任 

      ９   消防団員定数７３８名 

     １０   トンネル火災訓練実施、厚田村滝の沢トンネル 

          実施機関 消防本部、厚田出張所、厚田消防団、浜益出張所、浜益消防団、当別 

          消防署、石狩消防署 

          協力機関 札幌開発建設部当別出張所、厚田村、浜益村他 

昭和５６． ２   副議長に石狩町議会議員萩原茂樹氏選任 

      ５   石狩町初の少年消防クラブ、石狩町樽川少年消防クラブ誕生（クラブ員２０名） 

      ６   管理者上口正一氏死去 

      ７   北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会 当別町に於いて開催 
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      ８   管理者に当別町長配野定平氏互選、副管理者に当別町助役近藤善留氏選任 

      ９   新篠津村初の婦人防火クラブ、新篠津婦人防火クラブ誕生（クラブ員８１名） 

          石狩北部地区消防事務組合創設１０周年記念式典、当別町に於いて開催 

     １１   当別町美登江婦人防火クラブ発足（クラブ員３８名） 

石狩北部地区幼年・少年・婦人防火委員会発足 

８月の集中豪雨による防災活動の功績により新篠津消防団が建設大臣表彰、北海道 

知事より竿頭授を受ける。 

昭和５７． ２   厚田村別狩少年消防クラブ発足（クラブ員３１名） 

当別町末広町婦人防火クラブ発足（クラブ員２６名） 

      ３   当別町万代町少年消防クラブ発足（クラブ員１９名） 

          当別町西町少年消防クラブ発足（クラブ員４０名） 

          当別町中小屋婦人防火クラブ発足（クラブ員７５名） 

          当別町当別太婦人防火クラブ発足（クラブ員３７名） 

５   組合初の幼年消防クラブ、当別町西保育所幼年消防クラブ誕生（クラブ員９５名） 

     １１   消防長配野博氏退職、消防長に安栄昭治氏就任 

昭和５８． ５   議長に当別町議会議員川村弘司氏再選、副議長に浜益村議会議員武安喜一郎氏選任 

      ７   石狩町さくら幼年消防クラブ発足（町立さくら保育園・クラブ員１２０名） 

     １０   消防吏員１０６名、事務職員５名、計１１１名 

昭和５９． ４   浜益村浜益婦人防火クラブ発足（クラブ員２４名） 

      ６   収入役に当別町収入役松野栄治氏再選 

      ７   北海道消防操法訓練大会にて新篠津消防団中央分団が小型ポンプの部で準優勝 

     １２   石狩町東婦人防火クラブ発足（クラブ員５２名） 

昭和６０． ２   副議長に厚田村議会議員河合雅雄氏選任 

          石狩町北陽幼年消防クラブ発足（私立北陽幼稚園・クラブ員１７０名） 

      ３   当別町立東保育所幼年消防クラブ発足（クラブ員６０名） 

      ４   消防吏員１０６名、事務職員５名、計１１１名 

          道央地区消防長会議、当別町に於いて開催 

      ５   当別消防署、石狩消防署に救助隊設置 

      ６   石狩川水防演習（札幌市豊平川右岸）に参加 

          主催 北海道開発局他 当別消防団、石狩消防団参加 

          消防団員現地教育訓練を消防本部に於いて開催（石狩北部地区、江別市） 

      ７   北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会が厚田村で開催 

      ８   管理者に当別町長配野定平氏再選 

      ９   副管理者に当別町助役長谷川政吉氏選任 

     １２   石狩町北生振婦人防火クラブ発足（クラブ員５２名） 
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昭和６１． ８   北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会 新篠津村に於いて開催 

９   北海道消防操法訓練大会にて厚田消防団選抜団員が小型ポンプの部で準優勝 

   高圧ガス輸送保安確保共同防火訓練（石狩新港地区）に参加 

          主催 通商産業省、石狩北部地区、札幌市、北海道、北海道警察参加 

     １１   消防吏員１０８名、事務職員５名、計１１３名 

     １２   石狩町北陽婦人防火クラブ発足（クラブ員１９２名） 

昭和６２． ５   組合議長に当別町議会議員川村弘司氏、副議長に厚田村議会議員河合雅雄氏再選 

昭和６３． ３   自治体消防４０周年記念式典参加及び消防幹部研修視察 

      ４   消防吏員１１１名、事務職員５名、計１１６名 

      ７   収入役に当別町収入役伊達寿之氏選任 

     １２   浜益村川下保育所、群別保育所幼年消防クラブ発足（クラブ員２９名・２２名） 

平成 元． ２   監査委員に片岡弘二氏選任 

      ４   消防吏員１１２名、事務職員５名、計１１７名 

      ８   管理者に当別町長配野定平氏再選 

      ９   副管理者に当別町長助役長谷川政吉氏再選 

平成 ２． ４   消防吏員１１５名、事務職員５名、計１２０名 

平成 ３． ２   北海道広域消防相互応援協定調印 

      ３   消防長安栄昭治氏当別町へ異動 

      ４   消防長に山崎勲氏就任 

          当別消防署新篠津出張所、同厚田出張所、同浜益出張所を支署に改称 

          消防吏員１１７名、事務職員５名、計１２２名 

      ５   組合議長に当別町議会議員金山保氏選任、副議長に厚田村議会議員河合雅雄氏再任、 

          議会選出の監査委員に浜益村議会議員滝本一次氏選任 

     １０   副管理者に当別町助役伊達寿之氏選任 

     １１   石狩北部地区消防事務組合創設２０周年記念式典挙行（当別町総合体育館） 

平成 ４． ４   消防吏員１２２名、事務職員５名、計１２７名 

      ７   収入役に当別町収入役山本達雄氏選任 

          北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会 浜益村に於いて開催 

      ８   高速自動車道消防総合訓練に当別消防署、石狩消防署が参加 

     １１   厚田村厚田保育所幼年消防クラブ発足（クラブ員４６名） 

平成 ５． ２   監査委員に片岡弘二氏、議会選出の監査委員に浜益村議会議員滝本一次氏再任 

      ４   消防吏員１２７名、事務職員５名、計１３２名 

      ８   管理者に当別町長伊達寿之氏選任 

          副管理者に当別町助役飯田敬氏選任 

      ９   新篠津村すくすく保育所幼年消防クラブ発足（クラブ員５７名） 
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     １０   厚田村望来、聚富保育所幼年消防クラブ発足（クラブ員６０名） 

     １１   自治体消防４５周年記念大会参加及び組合消防幹部研修視察（東京都） 

平成 ６． １   消防長山崎勲氏当別町へ異動、消防長に熊谷時男氏就任 

      ２   収入役に当別町収入役山崎勲氏選任 

      ４   消防吏員１３２名、事務職員５名、計１３７名 

          厚田村虹が原婦人防火クラブ発足（クラブ員３５名） 

      ６   平成６年度石狩川水防公開演習が組合管内石狩町で開催（消防本部、当別消防署、

新篠津支署、石狩消防署、当別消防団、新篠津消防団、石狩消防団が参加） 

      ７   北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会 石狩町に於いて開催 

      ８   平成６年度北海道防災総合訓練 石狩町に於いて開催 

（消防本部、各署・支署、消防団が参加） 

     １２   収入役に当別町収入役小林登氏選任 

平成 ７． ４   消防吏員１４１名、事務職員６名、計１４７名 

          消防本部に２課設置 

      ５   議長に当別町議会議員青山義虎氏選任、副議長に石狩市議会議員長原徳治氏選任 

      ７   北海道消防協会札幌地方支部消防総合訓練大会 新篠津村に於いて開催 

      ８   海老消防庁審議官来庁（消防本部、当別消防署、石狩消防署視察） 

平成 ８． ４   消防吏員１５０名、事務職員５名、計１５５名 

平成 ９． ２   監査委員に片岡弘二氏、議会選出監査委員に厚田村成田一夫氏選任 

      ４   消防吏員１５５名、事務職員５名、計１６０名 

      ７   北海道消防操法訓練大会にて新篠津消防団中央分団が小型ポンプの部で優良賞 

緊急消防援助隊（北海道・東北ブロック）合同訓練、札幌市に於いて開催（消火 

          隊として当別消防署１隊参加） 

          管理者に当別町長伊達寿之氏再任 

      ８   副管理者に当別町助役飯田敬氏再選 

平成１０． ２   収入役に当別町収入役、高橋嘉郎氏選任 

      ３   自治体消防５０周年記念大会参加及び組合消防幹部研修視察（三重県久居地区広 

          域消防組合） 

      ４   消防吏員１６２名、事務職員５名、計１６７名 

      ７   議長に当別町議会議員竹田和雄氏選任 

     １１   厚田村厚田婦人防火クラブ発足（クラブ１５名） 

平成１１． ４   当別消防署新篠津支署、同厚田支署、同浜益支署を消防署に改称 

消防吏員１６８名、事務職員５名、計１７３名 

          規約改正に伴い、副管理者２人制となり、副管理者に石狩市助役田岡克介氏選任 

          組織改革に伴い、副消防長２人制施行 
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      ５   議長に当別町議会議員千葉荘康氏、副議長に石狩市議会議員成田敏彦氏選任 

          議会選出監査委員に厚田村議会議員成田一夫氏再任 

      ８   副管理者に石狩市助役青野誠氏選任 

平成１２． ３   有珠山噴火に伴い、北海道広域消防相互応援協定に基づき、当組合から水槽隊支 

          援隊（３月３０日～５月８日延人員１５１名）２隊を伊達市、虻田町へ派遣 

      ４   消防吏員１７１名、事務職員５名、計１７６名 

平成１３． ２   監査委員に片岡弘二氏再任 

      ４   消防吏員１７４名、事務職員３名、計１７７名 

      ６   石狩北部地区消防事務組合創設３０周年合同連携訓練実施（当別町道民の森） 

      ８   管理者に当別町泉亭俊彦氏選任 

      ９   副管理者に谷本辰美氏選任 

     １０   消防長熊谷時男氏当別町へ異動、消防長に配野行雄氏就任 

          石狩北部地区消防事務組合創設３０周年記念式挙行（消防本部） 

平成１４． ４   消防吏員１７６名、事務職員３名、計１７９名 

      ８   収入役に石狩市収入役、星正明氏選任 

平成１５． ３   消防長配野行雄氏当別町へ異動 

      ４   消防長に上田誠二氏就任 

          消防吏員１７５名、事務職員３名、計１７８名 

      ６   議会選出監査委員に新篠津村議会議員砂田博幸氏選任 

     １１   自治体消防５５周年記念大会参加及び組合消防幹部研修視察（東京都、熱海市） 

平成１６． ４   消防吏員１７６名、事務職員２名、計１７８名 

          副管理者に佐々木保氏選任 

      ５   消防吏員１７６名、事務職員３名、計１７９名 

平成１７． ２   監査委員に米口稔氏選任 

      ４   消防吏員１８２名、事務職員３名、計１８５名 

      ６   平成１７年度石狩川水防公開演習が組合管内当別町で開催される 

      ８   副議長に石狩市議会議員中田守氏選任 

     １０   厚田村、浜益村の石狩市への編入合併により組合構成が当別町、新篠津村、石狩 

          市の１市１町１村となる 

          石狩消防署北出張所、厚田消防署、浜益消防署を石狩消防署親船支署、厚田支署、 

          浜益支署に改称 

平成１８． ４   消防本部事務所を石狩市に移転 

          管理者に田岡克介（石狩市長）氏就任 

          規約改正により副管理者３名（各構成市町村助役）体制 

          消防長に川端章義氏就任 
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      ４   消防吏員１７３名、事務職員３名、計１７６名 

      ５   消防吏員１７６名、事務職員３名、計１７９名 

     １１   石油コンビナート等特別防災区域に石狩地区指定 

平成１９． ４   会計管理者に工藤泰雄氏就任 

          職員定数条例改正により職員の定数は消防吏員１８２名、その他の職員５名 

          消防団条例改正により消防団定数が当別消防団１７０名、新篠津消防団９０名、 

          石狩消防団１４５名、厚田消防団８２名、浜益消防団９３名 

          消防吏員１７０名、事務職員５名、計１７５名 

      ６   規約改正により組合議員定数６名（各構成市町村２名）体制 

          議長に石狩市議会議員長原徳治氏、副議長に当別町議会議員桐井伸征氏選任 

          議会選出監査委員に新篠津村議会議員北口敬二氏選任 

      ７   消防本部に広報車更新配置 

      ９   消防長川端章義氏石狩市へ異動 

     １０   消防長に二社谷康治氏就任 

          会計管理者に受川克寛氏就任 

          消防吏員１７１名、事務職員５名、計１７６名 

     １２   消防吏員１７０名、事務職員４名、計１７４名  

平成２０． ３   自治体消防６０周年記念大会参加 

４    消防団条例改正により消防団定数が当別消防団１７０名、新篠津消防団９０名、 

    石狩消防団３２０名 

          消防吏員１６８名、事務職員４名、計１７２名 

      ６   消防吏員１７０名、事務職員４名、計１７４名           

      ７   北海道洞爺湖サミット（７月５日～１１日）開催に伴い、北海道洞爺湖サミット消

防・救急体制整備に関する応援協定に基づき、当組合から救急隊１隊６名（留寿都

村）、予防警戒員１名（千歳市）の計７名を派遣 

消防吏員１７０名、事務職員３名、計１７３名 

      ８   消防吏員１６９名、事務職員３名、計１７２名 

     １０   消防吏員１７０名、事務職員３名、計１７３名 

平成２１． ２   監査委員に米口稔氏再任 

      ３   消防吏員１６８名、事務職員３名、計１７１名 

      ４   消防吏員１６４名、事務職員３名、計１６７名 

          当別町当別夢の国保育園幼年消防クラブ発足（クラブ員４４名） 

      ５   消防吏員１６８名、事務職員３名、計１７１名 

      ６   議長に石狩市議会議員千葉正威氏選任 

     １２   消防吏員１６７名、事務職員３名、計１７０名 
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平成２２． ３   消防長二社谷康治氏石狩市へ異動 

      ４   消防長に清野和彦氏就任、会計管理者に鈴木徳昭氏就任 

消防吏員１６６名、事務職員３名、計１６９名 

５   消防吏員１７３名、事務職員３名、計１７６名 

９   平成２２年度北海道石油コンビナート等総合防災訓練が石狩市新港地区に於いて開

催 

     １１   平成２２年度緊急消防援助隊（北海道・東北ブロック）合同訓練が福島県郡山市に

於いて開催（隊員２名派遣） 

平成２３． ２   消防吏員１７２名、事務職員３名、計１７５名 

      ３   東日本大震災被災地に緊急消防援助隊として宮城県石巻市へ３月１２日～１８日

（１隊６名）３月２２日～２７日（１隊５名）４月９日～１５日（１隊５名）合計

３隊１６名を派遣 

４   会計管理者に大塚隆宣氏就任 

          消防吏員１７１名、事務職員３名、計１７４名 

    当別町当別夢の国保育園幼年消防クラブから認定こども園当別夢の国幼稚園幼年 

    消防クラブに名称変更（クラブ員１６８名） 

      ５   消防吏員１７４名、事務職員３名、計１７７名 

      ６   組合議長に石狩市議会議員長原徳治氏、副議長に当別町議会議員柏樹正氏選任 

          議会選出監査委員に新篠津村議会議員今田義春氏選任 

消防吏員１７３名、事務職員３名、計１７６名 

     １１   消防吏員１７２名、事務職員３名、計１７５名 

平成２４． ４   消防吏員１７２名、事務職員４名、計１７６名 

      ５   消防吏員１７５名、事務職員４名、計１７９名 

      ６   IFCAA2012SAPPORO国際消防救助隊合同訓練（６月２１・２２日）開催に伴い、当

組合から救助工作隊１隊５名、後方支援１名の計６名を派遣 

      ８   消防吏員１７４名、事務職員４名、計１７８名  

     １０   消防吏員１７５名、事務職員４名、計１７９名  

     １１   消防吏員１７４名、事務職員４名、計１７８名  

平成２５． ２   識見経験者における監査委員に秋吉義雄氏選任 

      ４   消防吏員１７２名、事務職員４名 計１７６名 

      ６   組合議長に石狩市議会議員米林渙昭氏選任 

      ８   副管理者に新篠津村副村長窪田守氏就任 

     １０   消防指令センター運用開始、消防指令センター３部制導入 

          緊急消防援助隊（北海道・東北ブロック）合同訓練が苫小牧市に於いて開催 

          （隊員５名派遣） 
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     １１   消防団１２０年・自治体消防６５周年記念大会参加（東京） 

平成２６． ２   新送毛トンネル開通（救助訓練） 

      ４   消防吏員１７５名、事務職員３名 計１７８名 

７   議員行政視察 道東方面 

      ８   石狩湾新港開港２０周年記念式典 

      ９   石狩湾新港支署開署式 

平成２７． ３   消防長清野和彦氏退職 

      ４   消防長に内藤廣之氏就任 

          消防吏員１７６名、事務職員２名 計１７８名 

   消防団条例改正により消防団定数が当別消防団１７０名、新篠津消防団９０名、 

    石狩消防団２８５名 

    当別町ふとみ保育所幼年消防クラブ発足（クラブ員９０名） 

５   消防吏員１７８名、事務職員２名 計１８０名 

６   組合議長に石狩市議会議員日下部勝義氏、副議長に当別町議会議員市川正氏選任 

          議会選出監査委員に新篠津村議会議員藤永康夫氏選任 

平成２８． １   浜益トンネル開通（情報伝達訓練） 

      ４   消防吏員１７６名、事務職員２名、再任用職員２名 計１８０名 

   組合情報セキュリティポリシー策定 

    組合ストレスチェック制度運用開始 

    組合人事評価制度試行運用開始 

   公益財団法人北海道消防協会札幌地方支部内消防団相互応援協定締結 

５   消防吏員１８０名、事務職員２名、再任用職員２名 計１８４名 

６   第２２回全国女性消防団員活性化北海道大会参加（札幌市） 

９   札幌市総合防災訓練（南区）へ札幌地方支部内消防団相互応援協定締結に伴い当別 

消防団３名、新篠津消防団７名、石狩消防団７名が訓練に参加 

平成２９． ２   識見経験者のおける監査委員に西村良伸氏選任 

      ４   消防吏員１８０名、事務職員２名、再任用職員５名 計１８７名 

５   消防吏員１８２名、事務職員２名、再任用職員５名 計１８９名 

６   組合議長に石狩市議会議員青山祐幸氏、議会選出監査委員に新篠津村議会髙橋孝志 

          氏選任 

１０   消防吏員１８１名、事務職員２名、再任用職員５名 計１８８名 

平成３０． ３   消防長 内藤廣之氏退職 

４   消防長に市園博行氏就任 

   消防吏員 １７９名、事務職員 ２名、再任用職員 ４名 計 １８５名 

５   消防吏員 １８２名、事務職員 ２名、再任用職員 ４名 計 １８８名 

８   石狩市において第７０回北海道消防大会開催 総勢２，２３２名 

１２   消防吏員 １８１名、事務職員 ２名、再任用職員 ４名 計 １８７名 
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平成３１． ４   消防吏員 １７７名、事務職員 １名、再任用職員 ７名 計 １８５名 

   会計管理者に蝦谷学俊氏就任 

   当別町ふとみ保育所幼年消防クラブから認定こども園おとぎのくに幼年消防クラ 

   ブに名称変更（クラブ員７５名） 

４～５   夕張市石炭博物館模擬坑道火災に対し、北海道広域応援協定により延べ４隊１７名 

（当別３名、新篠津２名、石狩１２名）派遣 

令和 元． ５   消防吏員 １８３名、事務職員 １名、再任用職員 ７名 計 １９１名 

６   組合管理者に加藤龍幸氏（石狩市長）就任 

   組合議長に石狩市議会議員蜂谷三雄氏、副議長に当別町議会議員岡野喜代治氏選任、 

議会選出監査委員に新篠津村議会髙橋孝志氏、監査委員（識見を有する者）に白井 

応隆氏選任 

１０   G20 観光大臣会合の消防特別警戒のため、倶知安町へ延べ３隊１２名（当別１名、 

石狩１１名）派遣 

令和 ２． ２   新型コロナウイルス感染症拡大に伴い特別警戒態勢発令、警防指揮本部設置 

３   消防長市園博行氏石狩市へ異動 

      ４   消防長に新岡研一郎氏就任 

    消防吏員 １８３名、事務職員 １名、再任用職員 ９名 計 １９３名 

５   消防吏員 １８４名、事務職員 １名、再任用職員 ９名 計 １９４名 

 １０   夕張市消防本部新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、北海道広域応援協定により 

延べ２隊８名（当別３名、新篠津１名、石狩４名）派遣 

 
 
 

     令和２年組合内消防署・団の出来事 
 

〇消防本部 

令和 ２． ４   元消防本部次長 大塚由明氏 危険業務従事者叙勲瑞宝双光章受章 

 
○当別消防署・当別消防団 

令和 ２． １   当別町中小屋で建物火災（全焼）、負傷者が１名発生した。 

 ３   当別町錦町で建物火災（全焼）、死者が１名発生した。 

 緊急防災・減災事業債により小型動力ポンプ付積載車（当別消防団第６分団） 

配備 ９，５６６千円 

          緊急防災・減災事業債により小型動力ポンプ付積載車（当別消防団第８分団）     

配備 ９，４５６千円 

４   常備消防職員２名増員、４１名（指令センター派遣など３名除く。）となる。 

 ５   常備消防職員１名増員、４２名（指令センター派遣など３名除く。）となる。 

６   事務連絡車配備 １，０１５千円 
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      ８   望楼解体工事（当別消防団第８分団） ５７２千円 

 空気呼吸器 1台配備 ３９７千円 

９   令和２年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業により消防用ホース（50㎜×20ⅿ） 

４０本配備 

     １０   当別消防庁舎塔屋防水改修工事 ２，９７０千円 

     １１   当別消防庁舎ピット内給湯還り管改修工事 ６２７千円 

          当別消防庁舎真空式温水ボイラー更新工事 ４，８０７千円 

          令和２年度石油貯蔵施設立地対策等交付金事業により複合型ガス検知器１台配備 

 元当別消防団 団長 鰐渕啓一氏 瑞宝双光章受章 

     １２   令和２年度消防団救助能力向上資機材緊急整備事業により特定小電力トランシー 

バー一式７９台消防団へ配備 

 
○新篠津消防署・新篠津消防団 

令和 ２． １   新篠津消防庁舎耐震改修工事実施設計業務委託 １２，１００千円 

      ２   高規格救急車配備 ３２，４４４千円 

４   常備職員１名増員 １７名となる 

   元新篠津消防団長 野村邦男氏 瑞宝双光章受章 

      ８   消防署東側車庫前段差軽減工事 ２，０５７千円 

     １０   新篠津消防団第１分団詰所外壁工事 ３，２４５千円 

     １２   新篠津消防庁舎耐震改修工事監理業務委託 ５，００５千円 

新篠津消防庁舎耐震改修工事 １０４，４４５千円 

 

○石狩消防署・石狩消防団 

令和 ２． １   公益財団法人日本消防協会より消防団防災学習・災害活動車が交付される 

      ３   石狩消防署 消防司令 木村公男氏 消防庁長官表彰永年勤続功労章受章 

      ４   常備職員２名採用 １１０名となる（派遣、再任用職員を除く） 

          元石狩消防団 発足分団長 井川春美氏 瑞宝単光章受章 

      ７   石狩消防署長表彰 水難救助事案に伴う消防協力者３名（男性２名、女性１名） 

      ８   消防団設備整備費補助金により団救助資機材を配備 

     １０   元石狩消防署 消防司令補 棟方英雄氏 危険業務従事者叙勲瑞宝単光章受章 

 

 

 


